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研究成果の概要（和文）： 
 子どもの行動発達に関する専門家の知見・知識を分野横断で収集し、子育て・子育ちの理解
を促進するシステムを構築した。行動分析結果をコンピュータ上で再現できるための分析手法
を開発し、客観的に知識を深化成長させることを可能にした。また、新開発の事典を活用して
子どもの行動と専門家の解説を関連付けて提示することにより、子どもの理解が深まり、子育
て知識やノウハウの伝承に有効であることを示した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 We have built a multimodal child behavioral development encyclopedia which continues 
to grow and deep by integrating experts’ knowledge in different fields. The encyclopedia 
enables to promote the understanding of parenting and child growth.  We also developed a 
behavior analysis method based on analysis-by-synthesis model, in order to objectify the 
subjective of experts. Utilizing video behavioral data in the encyclopedia, we have shown 
that associating experts’ comments with children's behavior is effective to continuously 
deepen the knowledge on child development and parenting. 
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１．研究開始当初の背景 
 気の利いた人間支援のための対話システ
ムやロボットの実用本格化には、人間の認知
や行動の仕組みを深く理解し活用すること
が必要である。人間の行動や会話、ロボット
とのインタラクションをセンシングし、マル

チモーダル情報としてデータベース化する
研究が活発化している。個別応用ごとに様々
な分析をし、知見が蓄積されてきたが、人間
のより本質的な認知・行動モデルの構築にど
う繋げるかが今後の課題となっている。 

一方、人間のスキルや思考力の発達過程解

機関番号：１３８０１  

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2010～2012   

課題番号：２２３０００３３ 

研究課題名（和文） マルチモーダル行動発達事典の深化成長に関する研究 

                      

研究課題名（英文） A study of growing  and deepening on multimodal child behavioral 

development encyclopedia  

研究代表者 

竹林 洋一（YOICHI TAKEBAYASHI） 

静岡大学・創造科学技術大学院・教授 

 研究者番号：10345803 



 

 

明を目指す発達心理学の研究では、事例の詳
細な分析により多くの知見を得てきた。近年
では非侵襲脳機能イメージング技術の進歩
により、脳科学分野では様々な実験が行われ
るようになり、個々の脳機能に関する知見が
集まってきた。人工知能の創始者 Minsky は、
物事をただ一つの観点で理解し表現するだ
けでなく、学習しながら、様々な観点で物事
表現できる多様性こそが柔軟な人間の思考
の源泉であると指摘している。このため申請
者らは人間理解の深化に向けて、種々の研究
領域の知見を持ち寄って共通の土台で議論
できる環境の構築を進めてきた。 

人間は幼児期に多様なスキルや知識の獲
得に必要な根源的な知識（コモンセンス）を
身につける。幼児の行動は成人に比べて素朴
（naive）であり、行動や発話の観察や意味
づけが比較的容易なので、H17～19 科研費
基盤研究(B)の支援を受け、「根源的コモンセ
ンス獲得のための幼児行動コーパスの研究」
を実施した。各々の行動映像事例に対して発
話・視線・ジェスチャ・感情・意図など多様
なモダリティの注釈を持つ点が特長であり、
言語の発達・他者理解の発達・発達段階別の
子どもへの接し方などの複数の観点で発達
の要因を捉え、エビデンスベーストに検証で
きる研究基盤データベースを実現した。 

幼児行動コーパスを活用し、H20～21 総
務省 SCOPE の委託により、子育て支援コン
テンツ制作の研究を進めてきた。コーパスの
行動事例を専門家が観察し解説を付与した
コンテンツが、育児従事者が子どもの心の動
きや思考を理解する手助けになることを示
した。目的指向で行動事例をコンテンツ化す
れば実世界で役に立つ応用を創出できるこ
とを、実証実験を通じて確信した。 

これらの研究成果を踏まえ、コモンセンス
研究を本格展開するためには、人間の思考過
程を行動事例観察に基づいて多視点から捉
えることが重要という見地から、行動事例を
実世界で役に立つコンテンツに仕立てて視
聴者を獲得し、信頼できる集合知を蓄積する
方法論を見出したことから、本研究の着想に
至った。 

 
２．研究の目的 
 本研究では、根源的コモンセンスに根ざし
た人間の認知・行動モデル検討のためのマル
チモーダル行動発達事典構築環境を実現す
る。人間の行動発達に関わる知識解説が価値
を生む応用場面として、子育て支援、コミュ
ニケーション学習支援を選定する。各々の現
場で役に立つ多視点からの解説を網羅した
「行動発達事典」を構築し、継続的に深化成
長させながら、当該分野の専門家と視聴者が
持つコモンセンス知を結集し構造化する仕
組みを実現する。具体的には、下記 4 点を実

施する。 
(1) 複数の実世界現場で使えるマルチモーダ
ル行動発達事典の設計・構築 
(2) 多視点の知識解説を目的に応じて選択的
に提示可能なコンテンツ視聴システムの設
計・実装 
(3) 多人数の多様な観点で蓄積される各種知
識の構造化設計を支援するシステムの設
計・実装 
(4) 当該分野の専門家・視聴者コミュニティ
による行動発達事典の深化成長の実践とコ
モンセンス知構造化の評価 
 
３．研究の方法 
 マルチモーダル行動発達事典を機軸に、専
門家や一般の子育て従事者の多様な知識を
継続的に蓄積し、深化発展させる包括的基盤
を開発した（図 1）。右側の軸では専門家コミ
ュニティの知識の創出と深化発展する知識
の構造化サイクルを表している。本サイクル
では、事例に基づく複数の観点での知識の付
与や、体系化が行われ充実化を図る。一方左
側の軸では視聴者コミュニティによる知識
の閲覧し、実践結果のフィードバックにより、
新しい観点や子育て現場から得られた知識
を事典の構造として活用する。このように知
識を提供する専門家コミュニティと知識を
活用する利用者コミュニティの両輪で、継続
的に本事典を深化発展させていくことが可
能である。 
 

 
図 1．マルチモーダル行動発達事典 

 
(1) マルチモーダル映像記述フレームワー
ク 
発達理解のためには、状況表現の構造を試

行錯誤でき、異なる観点でも記述内容を再現
できる仕組みが必要である。マルチモーダル
メタデータ付与システムの開発が進められ、
映像を表現するための研究が多く行われて
いる。しかし、個別の領域に依存し、他の領
域で利用することが難しいため、映像に付与
したメタデータは、そのメタデータを付与し



 

 

た者のみが読める構造になっており、再利用
性に乏しい。またツールの使い方が限定的な
ため、映像へ注釈を付与し、異なる用途で加
工して表現することが難しい。そこで人とマ
シンが可読できる行動記述言語を設計し、記
述した事例を再現できる
analysis-by-synthesis な発達分析ができ
る仕組みを開発した。 
 
(2) コーパス構造を活用した子育てコンテ
ンツ 
 子育てにおける緊急を要する支援ではな
く、子育ての状況に応じて子どもの育ちの質
的な追求をアシストするために事典を活用
することを想定している。子どもコーパスの
行動記述データは、子育て現場の共通言語に
なるため、専門家の解説と関連付け、行動事
例を例に解説することで理解を深めること
を見出した。そこで、コーパスの行動記述デ
ータ構造を目的や問題行動といったカテゴ
リやコンテンツの流れに活用する、知識映像
コンテンツ生成システムを開発した。  
 
４．研究成果 

 (1) 客観的な行動分析システム 

 物理的な観察可能なレイヤから、各種心的

状況記述への段階的な行動記述スキームを導

入し、エビデンスベーストな事典の深化成長

を実現した。 

 

 
図2．映像分析システム 

 

(2) 専門家と一般視聴者の議論による知識

の蓄積 

 行動観察システム（CODOMO-viewer: A 

viewer for Corpus-Oriented Development 

Observation from Multiple Objectives）を

発展させ、コメントをWeb上に集約し、観点ご

とや、事例ごとにコメントを付与及び、閲覧

できる仕組みを実現した。本ツールを使った

実践により、遠隔地の専門家の意見を収集し

、独立性と分散性を担保したシステムとして

意見集約に有効であることを示した。 

 

 
図3．カンファレンスシステム 

 

(3) Web映像コンテンツの構築と評価 

 対話型の Web 映像ナビゲーション技術
（BalloonNaviTM）を活用し、行動事例への知
識構造を基に、子育てにおける思い込みを客
観化するためのコンテンツを作成した。20 名
の親への視聴評価及び、インタビューを行い、
自分の考えを外化する手助けになり、また他
の意見を参照できることで他の原因を考え
るきっかけを与えるという意見が得られ、本
コンテンツが有用であることを示した。 
 

 
図 4．子育ち支援コンテンツ 
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